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は
じ
め
に

　
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
大
宝
律
令
の
頒
布
に
よ
り
、日
本
で
は
律
令
に
も
と
づ
く
国
づ
く
り
が
具
体
的
に
始
動
し
た
。

頒
布
さ
れ
た
時
の
天
皇
は
、
文
武
天
皇
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
五
年
後
（
七
〇
七
）
に
崩
御
し
た
た
め
、
律
令
を
運
営
・

定
着
せ
し
め
た
の
は
、
次
に
即
位
し
た
元
明
天
皇
・
元
正
天
皇
と
い
う
二
人
の
女
性
天
皇
の
時
代
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
八
世
紀
初
頭
、
中
央
政
権
の
盤
石
化
と
同
時
に
地
方
支
配
、
特
に
南
九
州
と
東
北
北
部
地
域
へ
の
支
配
強
化
も
国
家
形

成
に
お
い
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
隼
人
と
蝦
夷
（
１
）
と
言
わ
れ
る
こ
の
二
つ
の
地
域
は
、
当
時
の
日
本
に
は
辺
境

で
あ
っ
た
。
日
本
と
い
う
国
は
、
南
に
は
隼
人
、
北
に
は
蝦
夷
と
い
う
二
つ
の
異
文
化
と
隣
接
し
て
い
た
こ
と
で
、
共
存

性
と
対
立
性
と
い
う
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
政
権
に
と
っ
て
律
令
制
国
家
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
頂
く
天
皇

元
正
天
皇
期
の
北
方
経
営

佐
々
木
　

律
子

［
論
文
］

040



元正天皇期の北方経営

の
徳
が
、
隼
人
・
蝦
夷
と
い
う
辺
境
の
地
や
人
々
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
、
国
家
の
秩
序
を
充
足
さ
せ
る
上
で
、
必
要
不
可

欠
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
境
と
隣
接
域
の
変
化
に
つ
い
て
は
発
掘
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
古
代
東
北
・
蝦
夷
に
関
す
る
研
究
は
、
歴
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学
な
ど
の
立
場
か
ら
、
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
特
に

二
〇
〇
〇
年
以
降
は
発
掘
調
査
に
よ
る
遺
跡
や
出
土
品
な
ど
か
ら
城
柵
や
国
府
の
位
置
な
ど
の
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　﹃
続
日
本
紀
﹄
に
お
け
る
隼
人
と
蝦
夷
に
関
す
る
記
事
を
み
る
と
、
圧
倒
的
に
蝦
夷
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら

の
内
容
を
詳
細
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
平
安
期
に
お
け
る
阿
弖
流
為
（
２
）
の
事
件
な
ど
か
ら
、
中
央
政
権
に

と
っ
て
蝦
夷
対
応
は
、
八
世
紀
以
降
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
九
州
地
域
は
三
世
紀
の
卑
弥
呼
の
時
代
か
ら

歴
史
に
登
場
し
、
そ
の
後
、
大
宰
府
と
い
う
唐
・
朝
鮮
半
島
に
向
け
て
の
貿
易
・
軍
事
拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
、
養
老
年
間

（
七
一
七
～
七
二
四
）
に
、
現
在
の
熊
本
県
益
城
町
か
ら
税
に
関
す
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
東
北
地
方

に
比
較
す
る
と
中
央
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
東
北
北
部
以
北
の
北
方
地
域
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
斉
明
四
年
（
六
五
八
）
に
阿
倍
比
羅

夫
が
蝦
夷
を
征
討
す
る
（
３
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
前
か
ら
蝦
夷
の
反
乱
は
古
代
日
本
に
と
っ
て
国
を
脅
か
す

脅
威
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
斉
明
四
年
（
六
五
八
）（
４
）
と
斉
明
六
年
（
六
六
〇
）（
５
）、
当
時
沿
海
州
か
ら
北
朝
鮮
北
部

地
域
に
あ
っ
た
粛
慎
（
６
）
を
阿
倍
比
羅
夫
が
征
討
し
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
斉
明
期
に
お
い
て
は
、
沿
海

州
と
の
軍
事
行
動
を
見
据
え
た
上
で
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
日
本
海
沿
岸
地
域
の
安
定
化
が
重
要
だ
っ
た
。
斉
明
六
年
の

粛
慎
の
征
討
に
は
陸
奥
や
渡
嶋
の
蝦
夷
が
共
に
参
加
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
代
日
本
に
お
け
る
蝦
夷
は
国
家
に
と
っ

て
対
立
者
だ
け
で
は
な
く
共
存
者
で
も
あ
っ
た
。﹃
続
紀
﹄
を
み
る
と
、
日
本
海
沿
岸
地
域
は
七
世
紀
末
頃
に
は
沿
海
州
に
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対
す
る
軍
事
的
拠
点
と
い
う
よ
り
も
交
易
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
武
士
氏
は
秋
田
城

柵
に
関
す
る
研
究
論
文
に
お
い
て
、
出
羽
国
は
軍
事
拠
点
お
よ
び
大
陸
・
北
方
地
域
と
の
外
交
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
が
あ
っ
た
（
７
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
権
力
拡
大
の
た
め
に
北
方
地
域
へ
進
出
し
、
蝦
夷
と
の
境
界
線
と
し
て
城
柵
を
築
き
、
柵
戸
と
し
て
民
を
移
住
さ
せ
る

と
い
う
律
令
制
国
家
の
国
策
は
、
移
住
さ
せ
ら
れ
た
民
と
蝦
夷
の
接
触
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
接
触
は
互
い
の
交
流
を
促

進
さ
せ
る
一
方
、
軋
轢
も
生
む
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
間
で
は
朝
貢
や
産
物
の
献
上
な
ど
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
支
配
す
る
側
と
支
配
さ
れ
る
側
と
い
う
構
図
が
形
成
さ
れ
た
。

　
熊
谷
公
男
氏
は

軋
轢
の
原
因
を
古
代
国
家
の
領
域
拡
大
に
あ
り
、
そ
れ
は
蝦
夷
の
日
常
生
活
を
脅
す
こ
と
に
な
り
、
八
世
紀
初
頭
に

柵
戸
の
移
配
策
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
両
者
の
対
立
は
先
鋭
化
し
、
蝦
夷
の
反
乱
が
断
続
的
に
勃
発
す
る
よ
う
に
な

る
（
８
）。

と
述
べ
て
い
る
。
和
銅
七
年
（
七
一
四
）、
養
老
元
年
（
七
一
七
）、
養
老
三
年
（
七
一
九
）
の
三
度
の
柵
戸
の
う
ち
、
養

老
年
間
に
行
わ
れ
た
移
民
政
策
は
元
正
天
皇
期
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
が
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
按

察
使
殺
害
事
件
の
誘
因
の
一
つ
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
元
明
天
皇
か
ら
継
続
さ
れ
た
出
羽
国
経
営
の
安
定
化
は
、陸
奥
国
を
含
め
た
北
方
経
営
と
蝦
夷
を
内
民
化
さ
せ
る
点
で
、

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
北
方
地
域
や
日
本
海
を
挟
ん
だ
大
陸
と
の
交
流
は
律
令
制
国
家
形
成
の
基
盤
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
元
正
天
皇
治
世
期
で
あ
っ
た
八
世
紀
初
頭
の
東
北
北
方
地
域
の
様
相
を
内
政
と
外
交
の
視
点
か
ら
検
討
す
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る
こ
と
で
、
律
令
制
国
家
成
立
に
向
け
た
地
方
支
配
の
あ
り
方
を
以
下
の
三
点
か
ら
考
察
し
た
い
。

　
一
点
目
は
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
の
出
羽
国
設
置
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。﹃
続
紀
﹄
に
は
新
し
い
国
の
設
置
に
関

す
る
記
事
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
設
置
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
隼
人
の
一
地
域
で
あ
っ
た
大
隅
国
が
日

向
国
か
ら
分
か
れ
た
記
事
に
も
、
分
け
た
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
羽
国
設
置
に
関
し
て
は
詳

細
に
設
置
理
由
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄
和
銅
五
年
九
月
二
十
三
日
条
）。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
出
羽

国
設
置
の
意
味
を
内
政
の
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
二
点
目
は
、
白
村
江
の
戦
い
以
後
の
日
本
の
外
交
面
に
つ
い
て
、
唐
・
朝
鮮
半
島
だ
け
で
は
な
く
、
沿
海
州
地
域
を
中

心
と
し
て
律
令
制
国
家
の
王
権
と
の
関
係
を
、
外
交
拠
点
と
し
て
の
出
羽
国
、
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
三
点
目
は
、
蝦
夷
の
内
民
化
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
按
察
使
の
機
能
と
養
老
四
年
の
陸
奥
国
按
察
使
殺
害
事
件
に
注
目

し
て
考
え
て
み
た
い
。
事
件
後
に
打
ち
出
さ
れ
た
蝦
夷
対
策
に
よ
っ
て
元
正
天
皇
期
で
は
蝦
夷
の
反
乱
は
一
応
収
束
を
み

た
と
筆
者
は
以
前
と
ら
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
も
蝦
夷
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
点
を
再
考
す
る
。

　
基
本
史
料
は
ほ
ぼ
﹃
続
日
本
紀
﹄（
以
後
、﹃
続
紀
﹄）
で
あ
る
の
で
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
以
下
は
﹃
続
紀
﹄
の

記
事
の
年
月
日
の
み
記
す
。

　
　
一
　
出
羽
国
の
設
置
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　（
一
）　
出
羽
国
設
置
の
背
景

　
　
八
世
紀
初
頭
の
元
明
天
皇
・
元
正
天
皇
期
に
は
大
宝
律
令
の
制
定
後
、
新
し
い
国
が
多
く
設
置
さ
れ
、
国
の
行
政
区

画
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
新
設
の
国
は
薩
摩
、
出
羽
、
丹
後
、
美
作
、
大
隅
、
能
登
、
安
房
、
石
城
、
石
背
、

諏
訪
の
十
カ
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
は
そ
の
後
、
存
続
し
た
も
の
、
一
時
廃
止
さ
れ
そ
の
後
復
帰
し
た
も
の
、
廃
止
さ

れ
た
ま
ま
の
も
の
、
と
に
分
け
ら
れ
る
（
図
一
）。
和
銅
六
年
（
七
一
三
）（﹃
続
紀
﹄
和
銅
六
年
四
月
三
日
条
）
と
養
老
二

年
（
七
一
八
）
の
新
し
い
国
の
設
置
（﹃
続
紀
﹄
養
老
二
年
五
月
二
日
条
）
に
つ
い
て
渡
部
育
子
氏
は
、

こ
れ
ら
の
国
々
の
設
置
記
事
の
内
容
で
あ
る
が
、
新
置
の
事
情
に
つ
い
て
一
部
の
辺
境
国
以
外
は
何
も
記
さ
れ
て
い

な
い
。
辺
境
国
の
設
置
は
大
宝
令
の
制
定
・
施
行
に
と
も
な
っ
て
、
律
令
国
家
の
辺
境
へ
の
支
配
拡
大
策
が
強
化
さ

れ
た
た
め
で
、
と
く
に
、
出
羽
国
の
設
置
に
つ
い
て
は
和
銅
五
年
紀
九
月
己
丑
条
に
、
そ
の
理
由
も
含
め
て
記
さ
れ

る
。
出
羽
に
お
け
る
国
司
制
は
他
の
国
々
と
共
通
す
る
点
も
あ
る
が
、
特
殊
な
点
も
あ
る
の
で
、
出
羽
国
の
設
置
理

由
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
国
の
新
置
の
理
由
の
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
９
）。

と
述
べ
て
い
る
。
出
羽
国
は
他
の
国
と
は
異
な
る
特
殊
な
設
置
理
由
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
和
銅
五
年
九
月
二
十
三

日
の
記
事
を
み
る
と
、
国
家
の
領
土
拡
大
に
あ
た
っ
て
蝦
夷
の
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
今
は
安
定
し
て
き
た
の
で
こ
の
機
に

国
を
置
き
、
国
司
を
設
け
て
人
民
を
支
配
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
太
政
官
よ
り
奏
上
さ
れ
て
い
る
。
大
隅
国
設
置
に
は
こ

の
よ
う
な
具
体
的
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
東
北
に
は
ま
だ
、
中
央
の
支
配
が
お
よ
ん
で
い
な
い
地
域
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
出
羽

と
い
う
国
の
設
置
は
、北
に
領
土
を
拡
大
す
る
に
際
し
て
の
安
定
し
た
拠
点
の
設
置
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
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図一　五畿七道図

渡部育子　『元明天皇・元正天皇』p101　ミネルヴァ書房　2010年
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そ
の
国
境
は
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
陸
奥
国
の
最
上
と
置
賜
の
二
郡
が
割
か
れ
て
、
出
羽
国

に
附
け
ら
れ
た
と
あ
る
（﹃
続
紀
﹄
霊
亀
二
年
九
月
二
十
三
日
条
）。
出
羽
国
は
現
在
の
山
形
・
秋
田
の
両
県
を
含
め
た
国

で
、
南
北
に
長
い
沿
岸
線
を
日
本
海
側
に
有
し
て
い
る
。

　
出
羽
国
設
置
は
元
明
天
皇
か
ら
始
ま
り
、
元
正
天
皇
へ
引
き
継
が
れ
た
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
律
令
制
国
家

形
成
に
向
け
て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
渡
部
氏
は

ヤ
マ
ト
王
権
下
の
支
配
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
地
域
に
律
令
的
支
配
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
行
政
区
画
を
さ
だ
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
新
た
に
国
が
設
け
ら
れ
地
域
で
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官

人
で
あ
る
国
司
が
常
駐
し
地
域
住
民
を
支
配
す
る
態
勢
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
　
　
。

と
し
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
設
置
さ
れ
た
出
羽
国
の
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
数
年
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　﹃
続
紀
﹄
で
は
右
記
の
他
に
幾
つ
か
出
羽
国
の
関
係
記
事
が
あ
る
。
い
く
つ
か
示
す
な
ら
、
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
二

月
に
養
蚕
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
殖
産
を
奨
励
し
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄
和
銅
七
年
二
月
二
十
三
日
条
）。
次
に
霊
亀
元
年

（
七
一
五
）
正
月
一
日
に
は
、
陸
奥
・
出
羽
の
蝦
夷
か
ら
朝
賀
を
受
け
、
土
地
の
産
物
を
貢
上
し
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄
霊
亀

元
年
正
月
一
日
条
）。
こ
の
時
、
皇
太
子
首
皇
子
が
初
め
て
礼
服
を
着
て
朝
賀
に
列
し
た
。
養
老
二
年
（
七
一
八
）
八
月

十
四
日
、
出
羽
と
渡
嶋
の
蝦
夷
八
十
七
人
が
入
京
し
、
馬
千
疋
を
貢
上
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
位
と
禄
が
授
け
ら
れ
た

と
あ
る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
二
年
八
月
十
四
日
条
）。
以
上
の
三
点
の
う
ち
後
者
の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
東
北
地
方
の
蝦
夷
が

服
属
し
朝
貢
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
出
羽
国
設
置
後
三
年
間
で
、
出
羽
・
陸
奥
ひ
い
て
は
渡
嶋
ま
で
中
央
政
権

の
支
配
が
お
よ
び
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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ま
た
、こ
の
地
方
へ
の
積
極
的
な
移
住
政
策
や
郡
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
た
、霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
九
月
に
は
陸
奥
国
・

信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
後
の
人
民
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
百
戸
を
出
羽
国
に
充
て
た
と
あ
る
（﹃
続
紀
﹄
霊
亀
二
年
九
月

二
十
三
日
条
）。
当
時
の
民
衆
は
国
造
り
と
い
う
名
目
の
も
と
に
、
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

元
正
天
皇
期
で
あ
る
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
は
、
太
平
洋
側
は
陸
奥
国
、
日
本
海
側
に
は
出
羽
国
と
い
う
奥
羽
二
国
が

陸
奥
国
按
察
使
の
も
と
に
統
括
さ
れ
、
広
域
行
政
区
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
出
羽
国
は
律
令
制
の
国
制
で
は
辺
境
国
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
最
初
は
越
後
国
の
最
北
端
に
建
て
ら
れ
た
郡
で

あ
っ
た
。
同
時
期
に
、
出
羽
の
柵
が
庄
内
地
方
の
日
本
海
側
（
現
在
の
山
形
県
鶴
岡
市
の
あ
た
り
と
さ
れ
て
い
る
）
に
設

置
さ
れ
、
天
平
五
年
（
七
三
三
年
）
に
は
出
羽
の
柵
は
秋
田
ま
で
北
進
し
た
と
一
般
的
に
は
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
渡
部
氏
は
、

阿
倍
比
羅
夫
の
遠
征
時
の
越
（
越
後
）
以
北
へ
の
支
配
は
海
上
交
通
を
利
用
し
て
日
本
海
沿
岸
の
点
と
点
を
結
ぶ
形

で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、そ
の
よ
う
な
点
と
点
を
結
ぶ
形
で
の
律
令
国
家
権
力
拡
大
方
法
が
い
つ
ま
で
と
ら
れ
た
の
か
、

そ
し
て
、
同
じ
く
辺
境
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
陸
奥
側
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
面
的
に
北
上
す
る

形
態
が
と
ら
れ
る
の
は
い
つ
か
ら
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
（
中
略
）
出
羽
郡
は
越
後
国
の
最
北
端
に
建
て
ら

れ
た
郡
で
あ
る
か
ら
（
中
略
）
石
船
郡
と
陸
続
き
の
都
城
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
こ
の
時
出
羽

郡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
出
羽
柵
は
、
こ
の
柵
の
比
定
地
と
考
え
ら
れ
る
山
形
県
庄
内
地

方
よ
り
も
北
の
地
域
に
対
し
て
日
本
海
沿
岸
の
点
と
点
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
利
用
を
前
提
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
　
　
。

と
、
面
的
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
海
上
交
通
に
よ
る
点
的
拡
大
を
し
て
い
く
方
法
が
国
策
と
し
て
と
ら
れ
た
と
述
べ
て
い

（
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る
。
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
に
こ
の
出
羽
柵
へ
移
送
さ
れ
た
物
資
の
な
か
に
船
百
艘
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
根
拠
と
な

る
と
も
言
っ
て
い
る
。
海
上
交
通
の
開
発
は
、造
船
技
術
と
航
海
術
の
進
歩
に
よ
り
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

河
川
利
用
に
よ
る
内
陸
部
と
の
交
易
や
情
報
ル
ー
ト
の
発
展
に
も
な
り
、
北
海
道
、
そ
し
て
大
陸
と
の
関
係
に
も
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　
元
明
天
皇
・
元
正
天
皇
期
に
お
い
て
太
平
洋
側
に
陸
奥
国
、
日
本
海
側
に
は
出
羽
国
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
北
地

方
に
お
け
る
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
が
陸
路
で
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
海
側
の
庄
内
と
内

陸
部
の
最
上
と
が
最
上
川
と
い
う
河
川
交
通
路
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
易
や
情
報
交
換
が
容
易
に
な
っ
た
。
三
上

喜
孝
氏
も
古
代
出
羽
国
の
形
成
に
つ
い
て
、
交
流
や
交
通
の
視
点
か
ら
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
開

拓
も
重
要
で
あ
っ
た
　
　
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
は
蝦
夷
支
配
の
軍
事
拠
点
と
も
な
っ
た
。
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
九
月
に
起
こ
っ
た
陸
奥
国
で
の
按

察
使
殺
害
後
の
征
討
の
た
め
陸
奥
国
側
に
は
持
節
征
夷
将
軍
を
、
出
羽
国
に
は
鎮
狄
将
軍
を
派
遣
し
、
鎮
圧
に
向
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
方
の
国
で
起
こ
っ
た
反
乱
が
も
う
一
方
の
蝦
夷
の
国
へ
波
及
す
る
こ
と
を
防
衛
す
る
た
め
に
も
、
出

羽
国
は
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
海
を
隔
て
た
大
陸
と
の
交
流
は
元
正
天
皇
期
に
お
い
て
は
軍
事
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
交
易
を
通
し
た
友

好
関
係
の
構
築
も
大
き
な
政
治
的
目
的
で
あ
っ
た
。
戦
い
が
国
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
は
、
白
村
江
の
敗
戦
や
壬
申
の
乱
に

お
い
て
既
に
体
験
済
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
宇
部
則
保
氏
は
﹃
日
本
書
紀
﹄
の
斉
明
期
の
記
事
を
取
り
上
げ
、﹁
青
森
県
津
軽
地
方
、
秋
田
県
な
ど
の
日
本
海
側
に
は

同
時
期
の
東
北
北
部
太
平
洋
側
と
比
べ
史
料
が
多
い
が
、
発
見
さ
れ
て
い
る
七
、八
世
紀
の
集
落
は
太
平
洋
側
と
比
較
し
、

※忍壁皇子は本論文では刑部皇子としている
　井上亘『日本古代の天皇と祭儀』三十一頁

（吉川弘文館　一九九八年）

（
12
）

048



元正天皇期の北方経営

極
端
に
少
な
い
﹂　
　
と
述
べ
、
そ
の
原
因
と
し
て
住
居
形
態
か
ら
遺
構
が
発
見
さ
れ
に
く
い
た
め
か
、
人
口
が
希
薄
だ
っ

た
た
め
、と
い
う
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
。
人
口
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
は
﹃
続
紀
﹄
の
移
住
政
策
か
ら
も
う
か
が
え
、

政
治
的
に
も
外
交
的
に
も
そ
の
拠
点
と
し
て
の
立
場
は
不
安
定
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、移
住
政
策
は
人
口
を
増
加
さ
せ
、

蝦
夷
地
へ
の
進
出
・
開
拓
へ
と
つ
な
が
る
た
め
、
出
羽
国
設
置
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　（
二
）　
出
羽
国
の
範
囲
拡
大

　
律
令
制
国
家
成
立
期
に
お
い
て
、
全
国
支
配
は
ど
の
よ
う
な
方
式
な
い
し
制
度
に
よ
っ
て
具
体
的
に
進
行
し
た
の
か
。

特
に
辺
境
で
あ
っ
た
東
北
地
方
で
は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
と
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
地
方
支
配
に

つ
い
て
、
虎
尾
俊
哉
氏
は
二
つ
の
重
要
な
側
面
が
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
そ
の
一
つ
は
、
旧
来
の
地
域
的
な
支
配
勢
力
を
い
か
に
し
て
律
令
国
家
体
制
の
中
に
組
み
込
み
再
編
成
し
た
の

か
と
い
う
、
い
わ
ば
律
令
国
家
の
権
力
の
拡
大
と
浸
透
の
方
式
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
に
国
郡
制
と

い
う
方
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、地
域
的
支
配
勢
力
を
代
表
す
る
豪
族
を
律
令
制
下
の
郡
司（
終

身
官
）
に
任
命
し
、
そ
の
上
に
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
太
政
官
の
権
力
を
一
身
に
代
表
す
る
国
司
（
交
替
官
）
を
置

く
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
全
国
の
土
地
人
民
を
い
か
な
る
方
式
に
よ
っ
て
直
接
に
支
配
し
得

た
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
律
令
国
家
の
基
本
的
な
牧
民
方
式
と
い
う
側
面
で
あ
る
（
後
略
）　
　
。

以
上
の
二
点
を
挙
げ
、﹁
日
本
列
島
の
大
部
分
に
お
い
て
は
、
あ
て
は
ま
る
と
し
て
も
、
辺
境
こ
と
に
東
北
地
方
に
お
い
て

は
、
あ
る
特
殊
な
形
態
を
と
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
﹂　
　
と
続
け
て
い
る
。
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ま
た
、

大
化
以
後
、
旧
来
の
国
造
の
支
配
圏
を
郡
と
し
、
国
造
ら
を
郡
司
と
す
る
こ
と
は
（
中
略
）
東
北
地
方
の
大
部
分
は
、

大
和
朝
廷
に
と
っ
て
も
律
令
国
家
に
と
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
﹃
化
外
の
地
﹄
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
律
令
国
家
の
支
配

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
エ
ミ
シ
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
内
民
化
と
い
う
一
段
階
を
余
分
に
必
要
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
（
中
略
）、
東
北
地
方
で
は
律
令
国
家
の
存
続
期
間
を
通
じ
て
順
次
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
　
　
。

と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
中
央
に
よ
る
蝦
夷
対
策
は
こ
の
後
、
平
安
時
代
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　
虎
尾
氏
は
、﹁
律
令
国
家
の
基
本
的
な
牧
民
事
項
は
編
戸
・
調
庸
・
班
田
収
授
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
根
本
的
に
民
を
村
落

に
定
住
す
る
水
稲
耕
作
民
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
だ
っ
た
た
め
、
エ
ミ
シ
を
農
民
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
﹂　
　
と

い
う
。
農
民
に
な
る
こ
と
は
田
畑
を
も
つ
、
土
地
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は
戸
籍
が
存
在
し
、
税
の
徴

収
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蝦
夷
の
公
民
化
は
律
令
制
国
家
の
民
を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、﹃
続
紀
﹄
に
も
そ
の
こ

と
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
た
だ
、
奈
良
時
代
初
期
の
気
象
状
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
代
よ
り

も
気
温
は
低
か
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
予
想
で
き
る
。
農
耕

だ
け
で
な
く
、
養
蚕
も
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
も
と
も
と
の
狩
猟
や
漁
労
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
に
陸
奥
国
の
置
賜
・
最
上
の
二
郡
と
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
後
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
百
戸
が
出
羽

に
配
置
さ
れ
た
（﹃
続
紀
﹄
霊
亀
二
年
九
月
二
十
三
日
条
）
こ
と
を
は
じ
め
、
出
羽
柵
へ
の
各
国
か
ら
の
移
住
も
行
わ
れ
、

出
羽
国
で
の
人
口
対
策
が
と
ら
れ
た
。
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
十
月
に
、
尾
張
・
上
野
・
信
濃
・
越
後
な
ど
か
ら
二
百
戸

（﹃
続
紀
﹄
和
銅
七
年
十
月
二
日
条
）、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
は
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
後
の
民
が
百
戸
ず
つ
配
置

さ
れ
（﹃
続
紀
﹄
養
老
元
年
二
月
二
十
六
日
条
）、
養
老
三
年
（
七
一
九
）
に
は
東
海
・
東
山
・
北
陸
の
三
道
の
人
民
二
百
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戸
が
移
住
さ
れ
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
三
年
七
月
九
日
条
）。
こ
の
三
回
で
計
八
百
戸
が
移
住
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
一

戸
の
構
成
数
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
十
年
間
で
相
当
数
の
人
口
増
加
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
移
住
の
目
的
は
、
そ
の
後
の
状
況
か
ら
、
蝦
夷
の
鎮
圧
で
は
な
く
、
一
つ
は
移
住
に
よ
っ
て
農
耕
地
や
殖

産
範
囲
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
で
中
央
勢
力
を
拡
大
し
、
蝦
夷
勢
力
圏
を
北
方
に
押
し
や
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
目
は
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
で
蝦
夷
と
の
交
流
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
措
置
に
よ

り
、
交
易
や
文
化
な
ど
相
互
の
接
触
が
多
く
な
り
、
蝦
夷
の
内
民
化
が
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
出
羽
国
と
い
っ
て
も
現
在
の
山
形
県
か
ら
秋
田
県
ま
で
と
す
る
な
ら
、
相
当
な
範
囲
で
あ
る
。
た
だ
、
元
正

天
皇
期
で
は
秋
田
柵
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
範
囲
は
そ
れ
よ
り
も
狭
か
っ
た
が
、
出
羽
国
の

南
（
越
後
国
と
隣
接
）
と
北
で
は
内
民
化
の
状
況
は
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
中
央
政
権
と
蝦
夷
が
常
に
対
抗
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
前
述
し
た
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
の
朝
賀

の
際
に
土
地
の
産
物
の
貢
上
が
な
さ
れ
た
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
八
月
十
四
日
に
は
出
羽
と
渡
嶋
の
蝦
夷
が
馬
を
貢

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
養
老
六
年
（
七
二
二
）
四
月
二
十
八
日
に
お
け
る
太
政
官
の
奏
上
に
は
、
陸
奥
国
按
察
使
が
辺
境

を
助
け
る
た
め
に
徴
収
す
る
税
を
蝦
夷
の
禄
に
使
い
た
い
と
あ
り
、
翌
養
老
七
年
（
七
二
三
）
九
月
十
七
日
に
は
出
羽
の

国
司
が
蝦
夷
の
中
で
征
討
に
協
力
し
、
功
績
を
あ
げ
た
者
五
十
二
人
に
喪
章
を
言
上
し
、
褒
美
と
位
が
授
け
ら
れ
た
と
あ

る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
七
年
九
月
十
七
日
条
）。
蝦
夷
の
生
活
向
上
や
貢
献
に
対
し
て
褒
章
を
行
い
、
内
民
化
を
図
る
対
策
が

多
方
面
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
元
正
天
皇
に
と
っ
て
元
明
天
皇
か
ら
引
き
継
い
だ
律
令
制
国
家
形
成
の
た
め
に
は
、
日
本
と
い
う
国
を
律
令
と
い
う
法

の
下
に
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
課
題
事
項
の
一
つ
で
あ
り
、
蝦
夷
の
内
民
化
も
含
め
た
領
土
拡
大
政
策
は
以
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後
も
続
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　　
　
二
　
北
方
外
交
拠
点
と
し
て
の
出
羽
国

　
　
　（
一
）　
元
正
天
皇
期
に
お
け
る
外
交
姿
勢

　
白
村
江
の
戦
い
以
後
の
外
交
面
の
動
向
を
考
え
て
み
る
。

　
六
六
八
年
に
、
六
五
六
年
以
後
中
断
し
て
い
た
新
羅
使
が
調
を
貢
進
し
、
六
六
九
年
に
は
遣
唐
使
派
遣
も
再
開
し
た
。

唐
の
都
長
安
を
モ
デ
ル
と
し
た
平
城
京
遷
都
を
行
い
、
律
令
制
国
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
日
本
は
内
だ
け
で
は
な
く
、
外

に
対
し
て
は
、
七
世
紀
と
は
異
な
る
外
交
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
外
の
国
か
ら
、
律
令
制
国
家
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
逆
を
言
え
ば
内
の
国
、
す
な
わ
ち
日
本
の
民
衆
か
ら
認
め
ら
れ
る
国
家
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

国
の
安
泰
を
示
す
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
中
国
で
は
唐
王
朝
が
律
令
に
よ
っ
て
国
家
の
仕
組
み
を
整
え
、帝
国
と
し
て
東
ア
ジ
ア
に
巨
大
な
勢
力
を
築
い
て
い
た
。

朝
鮮
半
島
に
対
し
て
は
新
羅
を
、
半
島
東
北
部
で
は
渤
海
　
　
を
冊
封
し
て
い
た
。
西
宮
秀
紀
氏
は
﹁
当
時
の
日
本
の
外

交
姿
勢
は
唐
へ
は
蕃
国
と
し
て
振
る
舞
い
朝
貢
し
、
国
内
で
は
唐
を
﹃
外
蕃
﹄、﹃
隣
国
﹄
と
す
る
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
姿
勢
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、新
羅
・
渤
海
を
日
本
の
蕃
国
と
し
て
扱
っ
て
い
た
﹂　
　
と
し
て
い
る
。

唐
に
対
し
て
、
独
立
し
た
律
令
制
国
家
と
し
て
臨
も
う
と
努
力
し
て
い
た
姿
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
唐
だ
け
で
は
な

く
北
方
の
地
域
と
の
外
交
を
行
う
こ
と
は
国
際
国
と
し
て
の
日
本
を
外
に
も
内
に
も
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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熊
谷
氏
は
蝦
夷
支
配
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

朝
賀
は
、
臣
下
が
神
と
し
て
の
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
を
誓
う
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
古
代
王
権

が
蝦
夷
・
隼
人
な
ど
の
化
外
の
民
や
新
羅
・
渤
海
な
ど
の
諸
蕃
を
従
え
た
﹃
小
帝
国
﹄
で
あ
る
こ
と
を
、
参
列
し
た

貴
族
・
官
人
た
ち
に
視
覚
的
に
堅
持
す
る
儀
礼
で
も
あ
っ
た
。
蝦
夷
の
朝
賀
へ
の
参
列
は
、日
本
の
律
令
国
家
が
﹃
小

帝
国
﹄
で
あ
る
こ
と
の
証
し
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
　
　
。

熊
谷
氏
の
い
う
﹃
小
帝
国
﹄
は
、国
内
だ
け
で
は
な
く
外
へ
向
け
て
の
発
信
で
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）

正
月
の
朝
賀
に
は
新
羅
が
参
列
し
て
い
る
様
子
は
窺
が
え
な
い
が
、
陸
奥
・
出
羽
の
蝦
夷
の
参
列
は
、
化
外
の
民
を
支
配

し
て
い
る
日
本
が
律
令
制
国
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
外
に
示
し
た
と
考
え
る
。

　
律
令
制
国
家
は
蝦
夷
と
の
関
係
を
唐
と
日
本
と
の
関
係
と
同
様
の
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時

の
日
本
は
唐
か
ら
見
れ
ば
冊
封
は
受
け
て
い
な
い
が
朝
貢
国
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
唐
か
ら
輸
入
し
て
い
る
国
で

あ
っ
た
。
日
本
か
ら
み
れ
ば
蝦
夷
は
辺
境
で
あ
り
、
化
外
の
人
々
が
居
住
し
て
い
る
﹃
外
蕃
﹄
の
地
で
あ
る
、
と
い
う
認

識
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。蝦
夷
に
対
し
、日
本
は
唐
と
同
様
の
立
場
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　

　
元
正
天
皇
期
は
遣
唐
使
派
遣
、
遣
新
羅
使
派
遣
、
新
羅
使
来
朝
な
ど
異
国
と
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

朝
鮮
半
島
か
ら
の
難
民
と
思
わ
れ
る
人
々
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
五
月
十
六
日
、

駿
河
・
甲
斐
・
相
模
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
下
野
の
七
カ
国
に
い
る
高
麗
人
四
七
九
五
人
を
武
蔵
国
に
移
住
さ
せ
、
は

じ
め
て
高
麗
郡
を
置
い
た
（﹃
続
紀
﹄
霊
亀
二
年
五
月
十
六
日
条
）。
養
老
元
年
（
七
一
七
）
十
一
月
十
八
日
に
は
高
麗
・

百
済
の
士
卒
が
戦
乱
の
た
め
天
皇
に
帰
服
し
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
元
年
十
一
月
十
八
日
条
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
唐
・

朝
鮮
半
島
と
の
外
交
関
係
は
落
ち
着
い
て
き
て
い
た
。

（
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）
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ま
た
、南
九
州
地
域
を
み
る
と
、養
老
四
年（
七
二
〇
）二
月
に
隼
人
に
よ
る
大
隅
国
守
の
殺
害
事
件
が
起
き
て
い
る（﹃
続

紀
﹄
養
老
四
年
二
月
二
十
九
日
条
）。
国
守
の
殺
害
と
い
う
大
き
な
事
件
で
あ
り
、
事
件
の
背
景
に
は
支
配
す
る
側
と
さ

れ
る
側
と
の
間
の
軋
轢
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
過
程
を
経
な
が
ら
も
大
隅
地
方
を
含
む
九
州
地
方
は
、
ほ

ぼ
律
令
制
国
家
の
支
配
下
に
入
っ
て
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。そ
の
こ
と
は
、神
亀
五
年（
七
二
八
）の
隼
人
へ
の
授
位（﹃
続

紀
﹄
神
亀
五
年
四
月
十
五
日
条
）、
天
平
元
年
（
七
二
九
）
六
月
の
隼
人
か
ら
の
調
（﹃
続
紀
﹄
天
平
元
年
六
月
二
十
一
日

条
）、
二
十
四
日
の
大
極
殿
に
お
け
る
服
属
儀
礼
と
思
わ
れ
る
歌
舞
の
奏
上
（﹃
続
紀
﹄
天
平
元
年
六
月
二
十
四
日
条
）
な

ど
の
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
南
九
州
地
域
に
お
い
て
も
状
況
は
落
ち
着
い
て
き
て
い
た
と
考
え
る
。

　
　
　（
二
）　
外
交
に
お
け
る
北
方
地
域
の
位
置

　
一
方
、
北
方
地
域
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
正
月
に
渡
嶋
津
軽
津
司
諸
君
鞍
男
ら
六
人
を
、
沿

海
州
方
面
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
靺
鞨
国
　
　
に
遣
わ
し
て
、
そ
の
風
俗
を
観
さ
せ
た
と
あ
る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
四

年
正
月
二
十
三
日
条
）。
津
司
の
派
遣
は
外
交
の
新
し
い
転
換
だ
っ
た
。
渡
嶋
津
軽
津
司
の
位
置
は
未
確
定
だ
が
、
津
司

と
い
う
役
所
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、当
時
の
地
域
住
民
に
対
し
て
も
新
た
な
対
外
的
認
識
を
も
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
渡
部
氏
は
、﹁
元
正
天
皇
の
時
代
の
視
察
団
の
派
遣
は
、
地
味
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
の
北
方
外
交
史
上
、
画
期
的
な
こ

と
で
あ
っ
た
﹂　
　
と
述
べ
、こ
の
派
遣
は
以
後
の
大
陸
と
の
外
交
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
っ
て
い
る
。そ
れ
は
、

北
方
外
交
の
た
め
の
新
た
な
拠
点
が
沿
海
州
と
の
距
離
も
近
い
日
本
海
沿
岸
地
域
に
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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加
え
て
渡
部
氏
は
、

越
後
以
北
の
日
本
海
沿
岸
地
域
に
は
出
羽
国
成
立
以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
拠
点
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
宝
律
令

制
下
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
越
後
国
司
の
支
配
領
域
に
含
め
る
こ
と
は
、
大
宝
二
年
以
降
の
国
域
で
は
広
す
ぎ
た
。
そ

の
よ
う
な
拠
点
と
な
る
地
は
養
老
四
年
紀
正
月
丙
子
条
に
記
さ
れ
る
渡
嶋
津
軽
津
司
と
靺
鞨
国
と
の
関
係
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
東
北
ア
ジ
ア
靺
鞨
・
渤
海
と
の
外
交
関
係
に
お
い
て
律
令
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
国
司
の
権
力
が
及
ぶ
程
度
の
距
離
の
と
こ
ろ
に
国
府
を
設
け
る
こ
と
が
不
可
欠
の
条
件
と
な

る
。
こ
こ
に
出
羽
地
域
が
越
後
と
は
別
の
一
国
と
し
て
建
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
　
　
。

と
述
べ
、
出
羽
国
設
置
の
理
由
は
国
際
的
事
情
か
ら
必
要
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
出
羽
国
は
日
本
海
に
沿
っ
て
南
北

に
長
い
と
い
う
地
理
的
特
色
を
有
し
て
い
た
た
め
、
寄
港
す
る
に
は
有
効
だ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
近
年
の
発
掘
調
査

の
成
果
か
ら
、
伊
藤
氏
は
古
代
の
遺
構
の
排
泄
物
の
寄
生
虫
の
検
査
か
ら
渤
海
や
津
軽
・
渡
嶋
の
蝦
夷
及
び
北
方
地
域
と

の
交
流
拠
点
で
あ
っ
た
　
　
と
し
て
い
る
。
ま
た
出
羽
地
方
で
は
そ
の
居
住
形
態
が
竪
穴
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
と
し
て
も
、八
世
紀
の
東
北
北
部
地
域
は
太
平
洋
側
と
比
較
す
る
と
集
落
遺
跡
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
出
羽
国
設
置
は
農
耕
の
生
産
性
が
注
目
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
交
易
ル
ー
ト
の
確
保
・
拡
大
と
い
う

目
的
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
沿
海
州
方
面
地
域
と
の
交
流
は
、﹃
日
本
書
紀
﹄
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
六
世
紀
に
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
日

本
海
北
部
沿
岸
地
域
か
ら
大
陸
へ
の
視
察
団
を
派
遣
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
以
後
、
聖
武
天
皇
期
の
渤
海
と
の
外
交

関
係
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
神
亀
四
年
（
七
二
七
）、
渤
海
使
が
出
羽
国
北
方
の
蝦
夷
の
地
に
着
い
た
た
め
に
蝦
夷

（
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に
よ
っ
て
大
使
始
め
十
六
人
が
殺
害
さ
れ
た
が
、
八
人
が
平
城
京
へ
入
京
し
国
交
が
結
ば
れ
た
。
渤
海
使
は
平
安
期
ま
で

十
三
回
来
日
し
て
い
る
が
、
前
半
の
来
航
の
多
く
が
沿
海
州
を
北
上
し
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
現
在
の
北
海
道
を
南
下
し
て
日

本
海
沿
岸
に
至
る
航
路
を
選
択
し
て
い

る
。
時
間
は
か
か
る
が
、
安
全
で
確
実

な
方
法
で
あ
っ
た
（
図
二
）。
安
全
な

航
海
ル
ー
ト
確
保
の
た
め
に
も
出
羽
国

の
安
定
化
や
拠
点
設
置
が
必
要
で
あ
っ

た
。
熊
谷
氏
は
﹁
九
世
紀
以
降
、
こ
の

出
羽
国
経
由
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
の
は
、
蝦
夷
に
襲
撃
さ
れ
る
事

件
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
航

海
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
た
め
で
あ
る
﹂

と
述
べ
て
い
る
。
蝦
夷
の
内
民
化
の
難

し
さ
が
こ
の
こ
と
か
ら
も
み
え
て
く

る
。

　
出
羽
国
は
日
本
海
に
面
し
て
い
た
こ

と
や
国
府
が
当
初
置
か
れ
た
と
す
る
地

域
が
現
在
の
鶴
岡
市
周
辺
で
は
な
い
か （

25
）

図二　渤海から日本への航海推定図

秋田市編、2004（古畑徹原図による）
熊谷公男編『蝦夷と城柵の時代』p60（吉川弘文館　2015）
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と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
対
外
的
に
は
海
、
国
内
的
に
は
最
上
川
と
い
う
水
上
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
出
羽
国

設
置
の
年
で
あ
る
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
、
陸
奥
国
の
最
上
・
置
賜
が
二
郡
出
羽
国
に
つ
け
ら
れ
た
（﹃
続
紀
﹄
和
銅

五
年
十
月
一
日
条
）。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
田
英
明
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
両
地
域
を
つ
な
ぐ
交
通
路
と
し
て
の

最
上
川
が
重
要
な
交
通
路
と
な
っ
た
　
　
。
物
資
ル
ー
ト
が
水
上
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
海
上
ル
ー
ト
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
当
時
の
北
海
道
が
外
国
で
あ
り
、
蝦
夷
の
住
む
化
外
の
地

と
認
識
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
沿
海
州
地
域
も
含
め
て
異
民
族
間
交
易
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
。
交
易
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
モ
ノ
が
流
入
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
簑
島
栄
紀
氏
は
、
斉
明
天
皇
時
代
の
モ
ノ
の
意
義
に
つ
い
て
、

（
前
略
）
王
権
が
は
る
か
遠
方
の
渡
嶋
（
北
海
道
）
に
ま
で
船
団
を
到
達
さ
せ
、
北
東
ア
ジ
ア
に
連
続
す
る
文
化
・

民
族
と
接
触
し
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
こ
で
持
ち
込
ま
れ
た
様
々
な
珍
奇
な
文
物
は
、
見
る
も
の
に
驚
異
の
念
を
持
っ

て
受
け
取
ら
れ
、
そ
れ
を
実
行
し
た
王
権
・
大
王
の
権
威
を
著
し
く
増
大
さ
せ
た
に
違
い
な
い
　
　
。

と
、
北
方
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
モ
ノ
は
王
権
の
力
の
強
大
さ
を
見
せ
つ
け
る
モ
ノ
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
続
け
て
、

長
距
離
交
易
に
お
け
る
モ
ノ
の
入
手
は
、
国
家
形
成
後
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
、
そ
の
支
配
層
に
と
っ
て
北
方
交
流

を
求
め
る
大
き
な
要
因
・
原
動
力
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
八
世
紀
に
成
立
し
た
日
本
古
代
国
家
は
、
そ
の
当
初
は

社
会
の
根
底
に
首
長
制
社
会
を
内
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
の
は
九
世
紀
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中

略
）
す
な
わ
ち
、
首
長
制
社
会
の
構
造
を
内
在
し
て
い
た
八
世
紀
の
国
家
で
は
、
天
皇
に
は
依
然
と
し
て
前
代
的
な

最
高
首
長
（
大
王
）
と
し
て
残
存
し
て
お
り
、
か
つ
て
要
求
さ
れ
た
能
力
・
資
質
を
、
そ
の
補
完
要
素
と
し
て
い
ま

（
26
）

（
27
）

秋田市編、2004（古畑徹原図による）
熊谷公男編『蝦夷と城柵の時代』p60（吉川弘文館　2015）
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だ
必
要
と
す
る
段
階
で
あ
っ
た
　
　
。

と
八
世
紀
の
天
皇
像
に
も
せ
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、

八
世
紀
当
初
の
古
代
国
家
が
交
易
港
を
設
置
し
て
、
北
方
に
お
け
る
長
距
離
交
易
を
一
元
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し
た

背
景
は
、
当
該
期
の
社
会
段
階
に
規
定
さ
れ
て
、
前
代
の
大
王
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
対
外
交
通
の
成
果
を
安
定
的

に
列
島
内
に
再
配
分
し
う
る
者
と
し
て
の
性
格
を
示
す
こ
と
が
、
天
皇
制
の
維
持
に
お
い
て
い
ま
だ
必
要
と
さ
れ
る

段
階
で
あ
っ
た
こ
と
も
密
接
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
　
　
。

と
、
北
方
交
易
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。

　
北
方
地
域
か
ら
も
た
さ
れ
る
珍
し
い
文
物
は
、そ
の
希
少
価
値
ゆ
え
に
天
皇
の
王
権
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
と
同
時
に
、

物
以
外
に
も
様
々
な
交
流
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
々
の
目
を
外
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
北
方
交
流
が
物
の
流
通

と
い
う
有
機
的
な
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
真
の
目
的
が
王
権
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
簑
島
氏
は
﹁
出
羽
国
の
北
方
地
域
に
向
け
て
の
軍
事
拠
点
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
出
羽
地
方
の
軍
制
は
手
薄

で
あ
り
、そ
の
目
的
は
小
さ
か
っ
た
﹂　
　
と
述
べ
て
い
る
。
出
羽
国
は
そ
の
地
理
的
条
件
か
ら
し
て
辺
境
の
地
で
は
あ
っ

た
が
、
新
し
い
外
交
・
交
易
を
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
な
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
元
正
天
皇
期
に
は
未
だ
壬
申
の
乱
の
功
臣
で
あ
っ
た
在
地
首
長
層
が
存
在
し
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。元
明
天
皇
・

元
正
天
皇
は
彼
ら
へ
の
配
慮
を
し
つ
つ
、
天
皇
の
王
権
と
天
皇
の
存
在
価
値
を
示
し
、
皇
統
継
承
の
維
持
に
む
け
て
の
北

方
交
易
に
対
し
て
も
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
出
羽
国
設
置
と
経
営
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
29
）

（
30
）

（
28
）
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以
上
、
二
章
に
わ
た
り
出
羽
国
設
置
の
意
義
に
つ
い
て
、
外
交
拠
点
と
し
て
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
元
正
天
皇
期
で

は
、
日
本
が
内
に
も
外
に
も
東
ア
ジ
ア
の
独
立
国
と
し
て
の
立
場
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
律
令
制
国
家
体
制
を
盤
石
化

し
て
行
く
う
え
で
重
要
で
あ
っ
た
。

　
　
三
　
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
陸
奥
国
按
察
使
殺
害
事
件

　
　
　（
一
）　
按
察
使
設
置
の
意
義

　
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
九
月
に
陸
奥
国
の
蝦
夷
が
反
乱
を
起
こ
し
、
按
察
使
上
毛
野
朝
臣
広
人
を
殺
害
す
る
と
い
う
事

件
が
起
こ
る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
四
年
九
月
二
十
八
日
条
）。
直
ち
に
持
節
征
夷
将
軍
多
治
比
県
守
他
六
人
が
、
さ
ら
に
持
節

鎮
狄
将
軍
阿
倍
朝
臣
駿
河
他
四
人
を
そ
れ
ぞ
れ
幹
部
と
す
る
征
討
軍
が
派
遣
さ
れ
、
翌
年
の
四
月
に
帰
還
し
て
い
る
。
鎮

狄
将
軍
は
日
本
海
側
か
ら
進
軍
す
る
将
軍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
按
察
使
殺
害
は
陸
奥
国
で
発
生
し
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、

出
羽
国
で
も
反
乱
ま
た
は
そ
の
兆
し
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
渡
部
氏
は
、﹁
按
察
使
は
本
来
は
地
方
行
政
監
察
の
機
能
が
重
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
陸
奥
按
察
使
の
場
合
は
上
級

国
司
と
し
て
の
性
格
を
濃
く
し
、
し
か
も
、
鎮
守
将
軍
な
ど
と
の
兼
任
に
よ
っ
て
軍
事
権
も
同
時
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
﹂　
　
と
述
べ
て
い
る
。
養
老
五
年
（
七
二
一
）（﹃
続
紀
﹄
養
老
五
年
八
月
十
九
日
条
）
に
出
羽
国
を
陸
奥
国
の

按
察
使
の
管
轄
に
入
れ
た
こ
と
は
、
両
国
の
蝦
夷
対
策
を
個
々
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
対

（
31
）
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応
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
地
理
的
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
・
軍
事
的
条
件
に
お
い
て
も
東
北
地

方
の
国
の
設
置
や
按
察
使
の
派
遣
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
六
八
五
年
、天
武
天
皇
期
に
巡
察
使
に
関
す
る
初
見
記
事
が
み
ら
れ
る
（﹃
日
本
書
紀
﹄
天
武
十
四
年
九
月
十
五
日
条
）。

巡
察
使
は
太
政
官
に
属
し
、
派
遣
間
隔
は
一
定
で
は
な
く
必
要
に
応
じ
て
派
遣
さ
れ
、
正
七
位
下
と
い
う
位
階
で
あ
っ
た
。

そ
の
任
務
の
中
心
は
、
国
郡
司
の
非
違
の
検
察
、
治
績
調
査
、
百
姓
ら
の
病
苦
慰
問
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
任

務
を
遂
行
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
て
き
て
い
た
と
予
測
さ
れ
る
。
律
令
制
国
家
成
立
期
に
お
い
て
は
地
方
の
安
定
性
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
司
を
管
理
す
る
権
力
を
も
っ
た
地
方
在
任
官
と
し
て
、
養
老
三
年
（
七
一
九
）
に
按
察

使
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
按
察
使
は
太
政
官
で
は
な
く
令
外
官
に
属
し
、
巡
察
使
と
は
異
な
り
地
方
在
任
性
が
と
ら

れ
、
そ
の
官
位
も
巡
察
使
よ
り
も
高
か
っ
た
。
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
は
按
察
使
の
官
位
は
正
五
位
以
上
と
さ
れ
、
巡

察
使
に
比
し
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
按
察
使
は
自
ら
が
国
司
で
あ
っ
た
た
め
に
国
司
が
国
司
を
管

理
す
る
と
い
う
矛
盾
が
生
ま
れ
、結
局
、神
亀
年
間
（
七
二
四
～
七
二
九
）
以
後
は
そ
の
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
按
察
使
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
た
の
か
。

　
按
察
使
は
養
老
三
年
（
七
一
九
）、地
方
行
政
監
察
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
官
職
で
、一
国
の
国
守
を
按
察
使
に
任
命
し
、

近
隣
の
数
か
国
を
管
轄
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
（﹃
続
紀
﹄
養
老
三
年
七
月
十
三
日
条
）。
摂
津
・
河
内
・
山
城
に
は
摂
官

が
お
か
れ
、
西
海
道
は
大
宰
府
を
も
っ
て
管
轄
さ
せ
た
。
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
は
、
所
管
国
の
変
更
や
追
加
が
行
わ

れ
、
全
国
の
国
は
按
察
使
管
轄
下
に
入
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
た
。
按
察
使
は
も
と
も
と
唐
の
制
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
帰
朝
し
た
遣
唐
使
の
意
見
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の

時
の
遣
唐
使
で
あ
っ
た
多
治
比
県
守
、
大
伴
山
守
、
藤
原
宇
合
が
そ
ろ
っ
て
按
察
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
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え
る
。
こ
れ
以
前
に
あ
っ
た
巡
察
使
が
有
効
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
設
置
の
理
由
だ
っ
た
。

　﹁
民
を
富
ま
せ
る
こ
と
が
国
を
富
ま
せ
る
（﹃
続
紀
﹄
霊
亀
元
年
十
月
七
日
条
）﹂
こ
と
が
律
令
制
国
家
形
成
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
信
念
を
抱
い
て
い
た
元
正
天
皇
に
と
っ
て
、
地
方
政
策
を
順
調
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
国
家
の
経
済

基
盤
を
安
定
さ
せ
る
上
で
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
元
明
天
皇
は
浮
浪
し
て
課
役
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
百
姓
へ
の
対
応
、
巡
察
使
に
よ
る
国
司
・
郡
司
の
監
察
強
化
な
ど
に

強
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
。
元
正
天
皇
は
基
本
的
に
元
明
天
皇
の
政
治
姿
勢
や
事
績
を
継
承
し
て
き
た
が
、
単
な
る
継
承

で
は
な
く
、
そ
の
時
の
状
況
に
即
し
て
発
展
さ
せ
て
い
る
。
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
は
、
百
姓
が
在
地
か
ら
逃
亡
し
流

浪
の
民
と
な
り
、課
役
を
逃
れ
る
た
め
に
王
臣
の
資
人
に
な
っ
た
り
、僧
侶
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
や
、彼
ら
を
こ
っ

そ
り
使
っ
て
い
る
国
司
・
郡
司
が
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
。
流
浪
に
な
っ
た
民
は
戸
籍
不
明
と
な
り
納
税
と
い
う
律

令
制
国
家
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄
養
老
元
年
五
月
十
七
日
条
）。

そ
の
措
置
と
し
て

　
　
　﹁
辛
酉
。
以
大
二
計
帳
、
四
季
帳
、
六
年
見
丁
町
、
青
苗
簿
、
輸
租
帳
等
式
一
、
頒
二
下
於
七
道
諸
国
二
﹂

（﹃
続
紀
﹄
養
老
元
年
五
月
二
十
二
日
条
）

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
国
に
よ
っ
て
様
式
が
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
帳
簿
を
統
一
し
、
全
国
の
租
・
庸
・

調
を
確
実
に
徴
取
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
渡
部
氏
は
、
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譲
位
の
直
前
、
浮
浪
人
に
は
逃
亡
先
で
、
調
・
庸
を
賦
課
す
る
こ
と
を
命
じ
た
の
は
元
明
天
皇
で
あ
っ
た
が
、
元
正

天
皇
は
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
の
十
一
月
、
調
・
庸
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た
め
に
絹
・
絁
・
糸
・
布
な
ど
の

負
担
額
を
、
品
質
に
よ
っ
て
詳
細
に
規
定
し
、
ま
た
、
十
七
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男
子
の
調
の
負
担
を
廃
止
し

雑
徭
に
あ
て
る
中
男
作
物
の
制
を
定
め
た
。
大
宝
律
令
施
行
の
こ
ろ
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
税
負
担
を
す
る
年
齢
に

な
っ
た
こ
と
を
睨
ん
で
の
措
置
と
も
う
け
と
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
大
宝
律
令
制
下
の
里
を
郷
と
し
、
郷
を
二
、三
の

里
に
区
分
す
る
と
い
う
郷
里
制
を
施
行
し
た
。
納
税
者
で
あ
る
人
々
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
　
　
。

と
こ
の
条
に
関
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
亀
田
隆
之
氏
は
、

こ
れ
ら
の
諸
帳
が
、
律
令
農
民
の
生
産
状
況
ひ
い
て
は
彼
ら
の
負
う
律
令
負
担
の
量
を
、
確
実
に
把
握
す
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
の
帳
簿
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
帳
簿
の
式
を
頒
下
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で

こ
う
し
た
帳
簿
の
施
行
細
則
が
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
政
府
が
養
老
の
初

年
に
お
い
て
、
律
令
支
配
の
よ
り
確
実
な
実
施
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
語
る
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な

る
ま
い
　
　
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
は
重
い
賦
課
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
逃
亡
し
た
百
姓
を
本
貫
地
へ
戻
す
の
で
は
な
く
、

逃
亡
先
で
戸
籍
に
載
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
所
在
地
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
の
徴
収
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

（
32
）

（
33
）
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地
方
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
の
遵
守
を
通
し
て
、
地
方
政
治
を
行
い
、
律
令
負
担
の
納
税
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
。そ
の
た
め
に
国
司
の
職
務
は
過
酷
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
が
、彼
ら
に
任
務
を
遂
行
さ
せ
る
こ
と
が
中
央
に
と
っ

て
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
異
な
る
視
点
か
ら
み
る
と
役
人
の
不
正
、百
姓
の
困
窮
が
現
実
に
あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

按
察
使
の
管
轄
下
の
役
人
に
違
法
行
為
や
一
般
の
人
々
へ
の
搾
取
が
あ
れ
ば
、
按
察
使
自
ら
巡
察
し
て
そ
の
状
況
を
量
っ

て
罷
免
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
罪
状
が
徒
罪
以
下
は
、
判
決
を
下
し
て
刑
を
執
行
し
、
流
罪
以
下
は
、
状
況
を

記
録
し
て
、
天
皇
に
奏
上
す
る
よ
う
指
示
し
、
地
方
官
僚
の
勤
務
評
定
と
報
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
国

司
・
郡
司
だ
け
で
は
な
く
百
姓
へ
の
直
接
訪
問
・
監
察
も
按
察
使
の
職
務
だ
っ
た
。

　
元
正
天
皇
は
按
察
使
に
よ
っ
て
各
行
政
担
当
者
だ
け
で
は
な
く
百
姓
の
生
活
状
況
ま
で
把
握
し
、
実
態
に
即
し
た
監
察

を
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
た
。
元
正
天
皇
は
﹁
朕
の
手
足
・
民
の
父
母
に
な
る
の
は
按
察
使
（﹃
続
紀
﹄
養
老

五
年
六
月
三
日
条
）﹂
と
ま
で
按
察
使
を
評
し
た
こ
と
は
、
自
分
は
按
察
使
派
遣
を
す
る
こ
と
で
百
姓
、
一
人
一
人
に
目

を
向
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
民
に
宣
言
す
る
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

　
養
老
四
年
（
七
二
〇
）、
按
察
使
が
平
城
京
へ
や
っ
て
く
る
時
や
、
所
管
の
国
を
巡
行
す
る
時
に
、
伝
馬
や
食
料
の
支

給
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
常
陸
国
、
遠
江
国
、
伊
豆
・
出
雲
に
駅
鈴
を
支
給
す
る
こ
と
も
許
可
し
て
い
る
（﹃
続
紀
﹄

養
老
四
年
三
月
二
十
三
条
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
元
正
天
皇
の
按
察
使
へ
の
大
き
な
期
待
が
み
え
る
。

　
養
老
五
年
（
七
二
一
）
五
月
五
日
に
は
、
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
五
月
に
出
さ
れ
た
寺
院
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
の
数
寺

を
合
併
し
財
物
田
地
の
管
理
を
強
化
す
る
と
い
う
命
令
を
再
度
徹
底
す
る
た
め
に
、
七
道
の
按
察
使
・
大
宰
府
に
諸
寺
を

巡
察
さ
せ
、
適
宜
、
諸
寺
の
併
合
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
、
寺
院
対
策
も
実
施
し
て
い
た
。

　
養
老
五
年
（
七
二
一
）
六
月
十
日
、
太
政
官
は
按
察
使
が
そ
の
役
割
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
官
位
だ
け
で
な
く
俸
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禄
も
改
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
奏
上
し
、
俸
禄
が
二
倍
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
按
察
使
の
地
方
行
政
に
お
け
る
役
割

の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
八
月
に
は
長
門
に
按
察
使
を
設
置
し
周
防
・
岩
見
を
管
轄
、
美
濃
の
按
察
使
に
諏
訪
・
飛
騨
を
属
さ
せ
る
、
出
羽
は
陸

奥
の
按
察
使
へ
属
さ
せ
る
、
佐
渡
は
越
前
国
の
按
察
使
に
属
さ
せ
る
、
隠
岐
は
出
雲
国
の
按
察
使
へ
属
さ
せ
る
、
備
中
は

備
後
国
の
按
察
使
へ
属
さ
せ
る
、
紀
伊
は
大
和
国
守
へ
属
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
（﹃
続
紀
﹄
養
老
五
年
八
月

十
九
日
条
）。
以
上
の
よ
う
に
、
所
管
国
の
変
更
や
追
加
に
よ
り
全
国
の
国
は
按
察
使
管
轄
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
官
僚
の
監
察
シ
ス
テ
ム
は
整
備
さ
れ
た
。

　
国
司
の
不
正
を
た
だ
し
、
税
の
徴
収
を
徹
底
す
る
こ
と
は
元
正
天
皇
が
掲
げ
た
﹁
民
を
富
ま
せ
る
こ
と
が
、
国
を
富
ま

せ
る
﹂
こ
と
に
な
り
、
民
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
中
央
は
按
察
使
や
地
方
官
の
報
告
に
よ
り
、
流
民
の

現
状
把
握
や
土
地
政
策
・
税
対
策
の
修
正
・
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
中
央
に
位
置
し
、
地
方
の
状
況
把
握
が
難

し
か
っ
た
中
央
政
府
に
と
っ
て
按
察
使
か
ら
の
報
告
は
重
要
だ
っ
た
。

　
　
　（
二
）　
按
察
使
殺
害
事
件
と
そ
の
後
の
対
応

　
律
令
制
国
家
に
お
い
て
戸
籍
に
よ
り
人
口
を
把
握
し
、
納
税
に
よ
っ
て
国
家
財
政
を
管
理
・
運
営
し
て
い
く
た
め
の
地

方
支
配
の
管
理
徹
底
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
国
衙
が
中
央
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
で
あ
っ
た
当
時
、
地
方
の
百
姓
に
と
っ
て
は

国
司
が
天
皇
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
国
司
が
不
正
を
し
た
と
な
れ
ば
、
百
姓
に
と
っ
て
は
天
皇
が
自
分
た
ち
の
財
産
を

不
当
に
徴
収
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
国
家
に
対
す
る
民
衆
の
不
信
感
と
な
り
、
生
活
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困
窮
に
陥
り
、
逃
亡
者
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
土
地
の
荒
廃
へ
と
連
動
し
て
い
く
。
そ
れ
を
く
い
と
め
る
た
め
に
も

按
察
使
は
、
元
正
天
皇
の
期
待
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
按
察
使
が
、
な
ぜ
陸
奥
国
に
お
い
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。第
一
に
考
え
た
い
の
は
、当
時
の
中
央
政
権
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
で
あ
る
。養
老
三
年（
七
一
九
）二
月
、

隼
人
が
反
乱
を
起
こ
し
、
大
隅
国
守
が
殺
害
さ
れ
た
（﹃
続
紀
﹄
養
老
三
年
二
月
二
十
九
日
条
）。
翌
三
月
に
大
伴
旅
人
を

征
隼
人
持
節
将
軍
に
任
命
し
、
鎮
圧
対
応
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
翌
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
な
っ
て
も
鎮
圧
さ
れ
て
い
な

い
模
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
八
月
三
日
藤
原
不
比
等
が
薨
去
す
る
。
こ
の
の
ち
、
九
月
二
十
八
日
蝦
夷
の
反
乱
が
起
き

た
と
い
う
奏
上
が
陸
奥
国
か
ら
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
地
震
・
日
蝕
な
ど
の
不
吉
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
元
正
天
皇

即
位
後
、
五
年
を
経
て
、
藤
原
不
比
等
と
い
う
大
き
な
柱
を
失
い
、
元
明
太
上
天
皇
の
健
康
に
も
不
安
が
も
た
れ
て
き
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
央
の
状
況
を
蝦
夷
が
察
知
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
一
年
以

上
前
の
隼
人
の
反
乱
に
関
す
る
何
某
か
の
情
報
は
入
手
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
測
す
る
。

　
第
二
に
は
、
や
は
り
北
方
地
域
の
蝦
夷
の
内
民
化
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
北
地
方
は
縦
に
長

く
、
国
府
近
接
の
蝦
夷
と
、
よ
り
辺
境
の
蝦
夷
と
で
は
環
境
も
文
化
に
も
相
違
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
国
家

か
ら
の
恩
恵
の
実
感
も
薄
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
方
的
な
国
家
か
ら
の
支
配
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
予
想
す
る
の
で
あ
る
。

　
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
の
蝦
夷
征
伐
以
後
、﹃
続
紀
﹄
に
は
反
乱
の
記
事
は
な
く
、
朝
賀
へ
の
参
列
、
授
位
な
ど
の
記
録

が
あ
り
、
蝦
夷
対
応
が
順
調
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
中
で
の
事
件
で
あ
っ
た
。
按
察
使
正
五
位
下
上
毛
野
朝
臣
広

人
と
い
う
天
皇
直
属
の
行
政
官
を
殺
害
し
た
（﹃
続
紀
﹄
養
老
四
年
九
月
二
十
八
日
条
）
こ
と
は
、
天
皇
へ
反
旗
を
翻
し
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た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
殺
害
事
件
の
原
因
に
つ
い
て
は
﹃
続
紀
﹄
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
陸

奥
按
察
使
は
陸
奥
・
石
城
・
石
背
の
三
国
を
所
管
し
、
旧
陸
奥
国
全
体
の
最
高
ト
ッ
プ
が
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
た
め
、

隣
国
の
出
羽
国
の
蝦
夷
に
も
そ
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
危
惧
し
、
出
羽
国
に
も
鎮
狄
将
軍
を
派
遣
し
、
鎮
圧
に
は
約
半
年

以
上
を
要
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
蝦
夷
対
応
策
が
次
々
に
打
ち
出
さ
れ
て
行
っ
た
。
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
は
陸
奥
・
石
城
・
石
背
の

税
の
免
除
、
石
城
・
石
背
の
陸
奥
国
へ
の
再
合
併
、
出
羽
国
が
陸
奥
国
按
察
使
管
轄
に
入
り
、
減
税
を
行
っ
た
こ
と
か
ら

得
ら
れ
た
収
入
を
蝦
夷
に
支
給
さ
れ
る
﹁
夷
禄
﹂
に
あ
て
ら
れ
、殖
産
奨
励
、射
騎
な
ど
の
軍
事
教
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

石
城
・
石
背
が
陸
奥
国
へ
再
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
兵
士
の
陸
奥
国
へ
の
動
員
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
陸
奥
按

察
使
管
轄
内
か
ら
平
城
京
に
出
仕
し
て
い
る
授
刀
舎
人
・
兵
衛
・
衛
士
・
仕
丁
の
本
国
へ
の
人
返
し
、
他
国
か
ら
の
移
住

者
へ
の
免
税
な
ど
を
行
い
、
人
口
回
復
を
目
指
し
た
政
策
も
と
ら
れ
た
。
加
え
て
、
征
討
に
参
加
し
た
蝦
夷
の
功
績
に
対

し
、
褒
美
と
位
を
与
え
る
な
ど
、
陸
奥
国
の
安
定
、
蝦
夷
の
反
乱
の
再
発
防
止
と
公
民
化
を
図
る
た
め
に
養
老
四
年
・
五

年
・
六
年
の
三
年
の
間
に
減
税
を
中
心
と
し
た
政
策
と
、
反
乱
対
応
の
た
め
の
軍
事
力
増
強
が
養
老
七
年
（
七
二
三
）
ま

で
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
熊
谷
氏
は
石
城
・
石
背
を
再
合
併
し
、
出
羽
国
按
察
使
も
兼
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
陸
奥
国
の
国
府
と
し
て
、
こ
の
事

件
直
後
か
ら
多
賀
城
の
造
営
が
開
始
さ
れ
、
養
老
八
年
か
ら
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
頃
に
完
成
を
み
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
に
至
り
、
多
賀
城
の
地
理
的
優
位
性
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

律
令
国
家
の
中
枢
と
し
て
構
想
さ
れ
た
多
賀
城
は
、
蝦
夷
の
攻
撃
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
危
険
を
避
け
て
蝦
夷
の
居
住

地
と
境
を
接
す
る
辺
郡
か
ら
一
定
の
距
離
を
と
り
な
が
ら
も
、
国
府
津
と
な
る
塩
竃
の
港
か
ら
ほ
ど
近
く
、
辺
郡
と
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の
水
陸
の
交
通
（
河
川
交
通
を
も
含
む
）
に
も
便
利
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
後
援
の
根
拠
地
と
し
て
最
適
な
場
所
に

あ
た
り
、
な
お
か
つ
陸
奥
国
全
体
の
統
括
に
も
支
障
の
な
い
場
所
を
選
ん
で
建
て
ら
れ
た
　
　
。

按
察
使
殺
害
事
件
は
、
こ
れ
ま
で
の
北
方
経
営
で
は
蝦
夷
地
域
の
安
定
的
な
支
配
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
元
正

天
皇
ら
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
奥
羽
両
国
と
し
て
の
行
政
改
革
・
移
住
・
税
・
軍
事
な

ど
様
々
な
政
策
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
熊
谷
氏
は
﹁
こ
の
按
察
使
殺
害
事
件
は
今
ま
で
の
律
令
に
よ
る
支
配
体
制

で
は
蝦
夷
支
配
は
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
至
り
、
新
た
な
蝦
夷
支
配
体
制
の
構
築
へ
と
向
か
わ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の

で
あ
る
﹂　
　
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
蝦
夷
対
応
策
を
講
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
三
月
に

海
道
蝦
夷
（
太
平
洋
側
）
が
反
乱
を
起
こ
し
、
大
掾
従
六
位
上
佐
伯
宿
禰
児
禰
麻
呂
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い

る
（﹃
続
紀
﹄
神
亀
元
年
三
月
二
十
五
日
条
）。

　
前
述
の
宇
部
氏
と
同
様
に
五
十
嵐
基
善
氏
も
古
代
東
北
の
軍
事
行
動
の
特
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蝦
夷
の
集
団
単
位
で
の
軍
事
力
は
律
令
国
家
に
比
較
し
小
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
律
令
制
国
家
と
の
正
面
衝
突
を
避

け
、
官
人
殺
害
や
城
柵
を
襲
撃
す
る
な
ど
の
計
画
的
・
効
率
的
な
行
動
を
す
る
こ
と
で
支
配
体
制
に
打
撃
を
与
え
て

い
く
。
こ
の
方
法
は
大
規
模
な
軍
事
力
を
漫
然
と
投
入
し
、
結
果
的
に
物
量
で
押
し
切
る
支
配
体
制
に
、
人
的
・
物

的
な
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
り
そ
の
結
果
深
刻
な
疲
弊
を
も
た
ら
し
た
　
　
。

こ
う
し
た
指
摘
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
蝦
夷
を
軍
事
力
で
抑
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

　
加
え
て
律
令
制
国
家
は
蝦
夷
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
の
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
後
の
地
方
政
治

に
対
す
る
配
慮
と
施
策
の
た
め
の
地
方
行
政
官
と
し
て
問
民
苦
使
、
延
暦
五
年
（
七
八
六
）
に
は
国
郡
司
取
締
り
の
た
め

に
制
定
さ
れ
た
臨
時
官
と
し
て
の
観
察
使
を
設
置
し
た
。
律
令
国
家
の
経
済
基
盤
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
措
置
は
地
方

（
34
）

（
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）
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の
安
定
化
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
地
方
行
政
官
の
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
方
の
不
安
定
は
民
が

土
地
を
離
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
流
民
が
増
え
る
こ
と
は
、
北
方
地
方
に
関
し
て
言
え
ば
、
北
へ
押
し
出
し
た
蝦
夷
が

南
下
し
て
く
る
機
会
と
も
な
り
、
化
外
の
地
の
内
民
化
は
よ
り
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
巡
察
使
か
ら
按
察
使
、
そ
し
て
観
察
使
へ
と
、
地
方
支
配
安
定
化
の
た
め
の
地
方
行
政
官
の
役
割
は
変
化
し
て
い
く
が
、

こ
れ
以
後
も
奥
羽
両
国
の
蝦
夷
対
策
は
律
令
制
国
家
安
定
の
た
め
に
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　
律
令
制
国
家
に
と
っ
て
、
地
方
行
政
策
の
一
環
と
し
て
国
を
整
備
す
る
こ
と
は
殖
産
の
奨
励
や
税
の
確
保
と
い
う
点
に

お
い
て
重
要
課
題
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
し
い
国
を
設
置
し
、
農
地
を
拡
大
し
、﹁
化
外
の
地
﹂
の
民
で
あ
っ
た
蝦

夷
を
内
民
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。
ま
た
、
蝦
夷
の
居
住
地
は
大
陸
や
渡
嶋
と
の
軍
事
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
外
交

拠
点
と
し
て
も
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
で
あ
っ
た
。
熊
谷
氏
の
述
べ
る
﹃
小
帝
国
﹄
で
あ
っ
た
日
本
と
い

う
律
令
制
国
家
が
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
そ
の
立
場
を
顕
示
し
て
い
く
た
め
に
は
蝦
夷
を
﹁
化
外
の
民
﹂
と
し
て
支
配
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
出
羽
国
設
置
、
陸
奥
国
の
安
定
化
の

た
め
に
、
国
の
再
編
成
や
東
国
か
ら
の
移
民
政
策
、
税
の
免
除
、
貢
献
に
対
す
る
授
位
や
褒
賞
な
ど
様
々
な
方
策
が
と
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
養
老
四
年
の
按
察
使
殺
害
は
、
そ
れ
ま
で
の
蝦
夷
対
策
・
北
方
経
営
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
現
実
を
元
正
天
皇
に
突
き
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
元
明
天
皇
が
設
置
し
た
出
羽
国
の
運
営
は
実
質
、
次
の
天
皇
と
な
っ
た
元
正
天
皇
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
出
羽
国
は
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律
令
制
国
家
の
構
成
要
員
と
し
て
蝦
夷
を
取
り
込
み
、
内
民
化
す
る
こ
と
で
国
家
の
安
定
を
も
た
ら
す
地
域
だ
っ
た
。
出

羽
国
設
置
理
由
が
﹃
続
紀
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
特
別
な
地
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
熊
谷
氏
は
、
古
代
国
家
の
蝦
夷
政
策
に
つ
い
て
﹁
い
わ
ば
差
別
主
義
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
同
化
主
義
的
政
策
も
あ
わ

せ
て
行
う
も
の
で
、
内
部
に
矛
盾
す
る
景
気
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
﹂　
　
と
し
て
い
る
。
蝦
夷
を
律
令
制
国
家
の
構

成
要
素
と
し
て
編
成
す
る
こ
と
は
支
配
地
域
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
化
外
の
民
を
構
成
員
と
し
て
内
民
化
す
る
こ
と
は
王

権
の
権
威
を
彼
ら
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
出
羽
国
設
置
は
太
平
洋
側
の
陸
奥
国
と
合
わ
せ
て
、
そ

の
先
に
あ
る
現
在
の
北
海
道
支
配
へ
の
足
掛
か
り
に
な
る
地
域
で
あ
っ
た
。

　
太
平
洋
側
の
陸
奥
国
は
日
本
海
側
と
比
較
す
る
と
集
落
遺
跡
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
集
落
数
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
人
口
も
多
く
、
農
耕
生
産
が
高
ま
り
軍
事
力
動
員
へ
も
つ
な
が
る
。
一
方
出
羽
国
は
更
な
る
北
方
地
域
や
大
陸
と
の
交

易
の
場
で
あ
り
、
交
易
ル
ー
ト
と
い
う
外
交
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
求
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

　
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
渡
嶋
津
軽
津
司
と
い
う
役
所
が
設
置
さ
れ
、
視
察
団
が
靺
鞨
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
唐
と
朝
鮮
半

島
だ
け
で
は
な
く
、
沿
海
州
周
辺
の
地
域
と
交
易
ル
ー
ト
開
発
も
始
ま
っ
た
。
地
理
的
に
み
て
、
出
羽
国
は
こ
の
沿
海
州

と
の
交
易
の
た
め
に
も
設
置
さ
れ
た
と
い
え
る
国
だ
っ
た
。
ま
た
、
八
世
紀
当
初
の
出
羽
柵
は
現
在
の
山
形
県
鶴
岡
市
付

近
と
す
る
と
、
最
上
川
と
い
う
河
川
を
水
上
交
通
路
と
し
て
内
陸
部
へ
、
そ
し
て
陸
奥
国
へ
と
入
る
こ
と
も
で
き
た
の
で

あ
る
。

　
沿
海
州
・
北
海
道
と
の
交
易
は
珍
し
い
モ
ノ
を
も
た
ら
し
、
そ
の
珍
し
い
モ
ノ
は
王
権
の
権
威
を
示
す
た
め
の
重
要
な

モ
ノ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
モ
ノ
を
入
手
す
る
た
め
に
も
、
王
権
に
と
っ
て
は
出
羽
国
設
置
・
経
営
は
重
要
だ
っ
た
。
ま

た
、
海
上
・
河
川
に
よ
る
水
上
交
易
は
造
船
技
術
や
航
海
術
を
発
展
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（
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）

069



　
一
つ
の
独
立
し
た
国
家
と
し
て
の
基
盤
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
た
日
本
は
、
唐
・
新
羅
以
外
の
国
や
地
域
と
の
交
流
を

必
要
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
海
沿
岸
を
外
交
ル
ー
ト
と
し
て
開
拓
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
白
村
江
の

敗
戦
を
体
験
し
て
い
た
日
本
は
軍
事
で
は
な
く
、
友
好
関
係
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
自
国
が
優
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

示
す
朝
貢
国
を
求
め
て
い
た
。
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
詳
細
な
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
出
羽
国
の
安
定
は
日
本
の
力

を
新
し
い
交
流
地
域
に
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
按
察
使
は
養
老
三
年（
七
一
九
）に
、地
方
行
政
監
察
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
官
職
で
あ
る
。
地
方
政
策
を
順
調
に
進
め
、

税
に
よ
っ
て
経
済
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
官
職
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
巡
察
使
を
始
め
、
地
方
支
配
の
た

め
に
幾
つ
か
の
地
方
行
政
官
を
設
置
・
派
遣
し
て
き
て
い
た
が
、
有
効
な
結
果
が
で
て
い
な
い
と
い
う
反
省
も
あ
っ
た
。

　
地
方
の
百
姓
に
と
っ
て
は
、
国
司
が
天
皇
だ
っ
た
。
そ
の
天
皇
が
不
正
を
す
る
こ
と
は
元
正
天
皇
が
不
正
を
し
た
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
に
対
す
る
民
衆
の
不
信
感
と
な
り
、
逃
亡
者
を
生
み
、
土
地
が
荒
廃
す
る
こ
と
に
な

る
。
ひ
い
て
は
律
令
制
国
家
の
基
盤
を
ゆ
る
が
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
を
く
い
止
め
る
た
め
に

も
、
按
察
使
設
置
は
重
要
だ
っ
た
。
そ
の
按
察
使
が
殺
害
さ
れ
る
こ
と
は
律
令
制
国
家
の
頂
点
に
座
す
天
皇
の
権
威
や
徳

を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
国
家
体
制
へ
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
養
老
四
年
の
按
察
使
殺
害
後
、
陸
奥
国
按
察

使
領
域
で
の
鎮
所
設
置
な
ど
軍
備
が
増
強
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
軍
備
は
対
外
的
で
は
な
く
蝦
夷
と
い
う
律
令
国
家
内
に

対
し
て
の
軍
備
な
の
で
あ
る
。
奥
羽
両
国
の
安
定
化
は
国
家
に
と
り
、
絶
対
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
対
応
は

こ
の
時
代
以
後
も
課
題
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

　
元
正
天
皇
は
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
八
月
に
藤
原
不
比
等
が
薨
去
し
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
十
二
月
に
は
元
明
太

上
天
皇
が
崩
御
す
る
と
い
う
状
況
下
で
、陸
奥
按
察
使
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
蝦
夷
の
反
乱
に
遭
遇
し
た
。
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元
正
天
皇
期
で
は
蝦
夷
対
応
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
く
が
、﹃
続
紀
﹄
を
見
る
限
り
効
果
的
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た

と
は
言
い
難
い
。
斉
明
期
に
は
既
に
念
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
国
家
の
構
成
要
員
と
し
て
の
蝦
夷
・
北
方
地
域
の
安
定
は
、

半
世
紀
以
上
た
っ
た
元
正
天
皇
期
に
お
い
て
も
未
だ
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
律
令
と
い
う
制
度
は
太
政
官
と
い
う
中
央
機
構
と
、
国
府
と
い
う
中
央
組
織
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
も
い
え
る
地
方
機
構

を
も
っ
て
国
を
運
営
し
て
い
く
と
い
う
二
重
構
造
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
機
構
組
織
を
国
の
津
々
浦
々
ま

で
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
白
村
江
の
敗
戦
、
壬
申
の
乱
を
経
て
、
日
本
は
内
的
に
も
外
的
に
も
一

個
の
独
立
国
と
し
て
の
立
場
を
確
立
す
る
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
く
時
代
が
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。
そ
の
こ
と
が
辺
境
地
域
と
の
軋
轢
を
生
み
、
支
配
す
る
側
と
支
配
さ
れ
る
側
と
い
う
構
図
を
作
り
、
多
く
の
問
題
を

抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
世
紀
初
頭
の
律
令
制
国
家
成
立
期
に
お
い
て
、
蝦
夷
と
呼
ば
れ
た
東
北
北
方
地
域
及
び
人
々

は
、
こ
の
律
令
制
国
家
に
お
い
て
内
政
的
に
も
外
交
的
に
も
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
人
々
で
あ
っ
た
。

　
今
後
、
民
族
的
に
も
文
化
的
に
も
社
会
的
に
も
蝦
夷
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
、
元
正
天
皇
期

前
後
の
蝦
夷
に
関
す
る
史
料
や
考
古
学
的
研
究
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、
元
正
天
皇
期
に
お
け
る
北
方
経
営
の
更
な
る

意
味
や
価
値
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
さ
さ
き
　
り
つ
こ
・
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程
二
年
）
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［
註
］

（
１
）　﹃
続
日
本
紀
一
﹄　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
十
二
（
岩
波
書
店
　
一
九
八
九
年
）﹁
蝦
夷
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
﹃
続
紀
﹄
で
は
太
平
洋

側
の
エ
ミ
シ
を
蝦
夷
、
日
本
海
側
を
蝦
狄
と
書
き
分
け
る
場
合
が
多
い
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
蝦
夷
に
統
一
す
る
。

（
２
）　
？
～
八
〇
二
（
延
暦
二
十
一
）
阿
弖
利
為
と
も
書
き
、
大
墓
公
（
た
も
の
き
み
）
と
も
い
う
。
奈
良
後
半
期
︱
平
安
初
期
の
蝦
夷

の
首
長
七
八
九
（
延
暦
八
）
胆
沢
に
進
行
し
た
征
夷
大
将
軍
を
破
る
。
八
〇
二
配
下
を
率
い
て
盤
具
公
母
礼
と
と
も
に
坂
上
田
村
麻
呂

に
降
伏
し
た
が
、
河
内
で
斬
ら
れ
た
。（
朝
尾
直
弘
・
宇
野
俊
一
・
田
中
琢
編
　﹃
日
本
史
辞
典
﹄
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

（
３
） ﹃
日
本
書
紀
﹄　
斉
明
四
年
四
月
条
﹁
阿
倍
臣
闕
レ
名
。
率
二
船
師
一
百
八
十
艘
一
、
伐
二
蝦
夷
一
。﹂
こ
こ
で
い
う
阿
倍
臣
は
阿
倍
比
羅
夫

の
こ
と
。

（
４
） ﹃
日
本
書
紀
﹄　
斉
明
四
年
﹁
是
歳
、
越
國
守
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
、
討
二
粛
慎
一
、
献
二
生
羆
二
羆
皮
七
十
枚
一
。﹂

（
５
） ﹃
日
本
書
紀
﹄ 

斉
明
六
年
三
月
条
に
、﹁
三
月
、
遣
二
阿
倍
臣
一
、
闕
レ
名
。
率
二
船
師
二
百
艘
一
、
伐
二
粛
慎
一
。﹂

（
６
） 

前
六
・
五
世
紀
以
来
中
国
の
東
北
境
外
を
領
域
と
す
る
民
族
の
名
称
。
靺
鞨
人
は
そ
の
末
裔
と
さ
れ
て
お
り
、
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族

と
み
ら
れ
る
が
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
石
井
正
敏
﹁
粛
慎
﹂（﹃
国
史
大
辞
典
﹄
第
十
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）。
　

（
７
） 

伊
藤
武
士
　﹁
秋
田
城
跡
の
発
掘
調
査
成
果
﹂（﹃
日
本
考
古
学
﹄　
二
〇
〇
〇
年
　
七
巻
　
一
〇
号
）　
一
二
七
頁
～
一
三
七
頁
。

（
８
） 

熊
谷
公
男
　﹁
国
家
支
配
の
は
じ
ま
り
と
蝦
夷
抵
抗
﹂（
熊
谷
公
男
編
﹃
蝦
夷
と
城
柵
の
時
代
﹄
所
収
　
𠮷
川
弘
文
館
　
二
〇
一
五
年
）　

三
頁
。

（
９
） 

渡
部
育
子
　﹁
国
制
の
成
立
﹂（﹃
日
本
歴
史
﹄
五
五
二
号 

一
九
九
四
年
　
五
月
　
吉
川
弘
文
館
）　
一
二
頁
。

（
10
） 

渡
部
育
子
　﹃
元
明
天
皇
・
元
正
天
皇
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
〇
年
）　
一
五
四
頁
。

（
11
） 

渡
部
育
子
　﹁
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
越
後
と
出
羽
﹂（﹃
日
本
歴
史
﹄
五
八
一
号 

一
九
九
六
年
　
一
〇
月
　
吉
川
弘
文
館
）　
八
頁
。

（
12
） 

三
上
喜
孝
　﹁
古
代
出
羽
国
の
形
成
と
諸
段
階
：
交
流
・
交
通
の
視
点
か
ら
﹂（﹃
山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
紀
要
﹄

巻
一
　
二
〇
〇
五
年
　
　
三
月
）　
二
七
四
頁
～
二
五
八
頁
。

（
13
） 

宇
部
則
保
　﹁
北
縁
の
蝦
夷
社
会
﹂（
熊
谷
公
男
編
﹃
蝦
夷
と
城
柵
の
時
代
﹄
所
収
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
五
年
）
一
四
一
頁
。

（
14
） 

虎
尾
俊
哉
　﹃
古
代
東
北
と
律
令
法
﹄（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
六
年
）　
五
九
頁
～
六
〇
頁
。

（
15
） 

虎
尾
俊
哉
　
前
掲
書
　
六
〇
頁
。
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（
16
） 

虎
尾
俊
哉
　
前
掲
書
　
六
一
頁
。

（
17
） 

虎
尾
俊
哉
　
前
掲
書
　
六
一
頁
～
六
二
頁
。

（
18
） 
六
九
八
年
か
ら
九
二
六
年
ま
で
、
現
在
の
中
国
東
北
地
方
を
領
域
と
し
た
国
家
。
か
つ
て
高
句
麗
に
所
属
し
て
い
た
粟
末
靺
鞨
人
の

大
祚
栄
（
高
王
）
が
、
六
九
八
年
に
現
在
の
吉
林
省
敦
化
県
地
方
に
自
立
し
て
震
国
王
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
や
が
て
唐
か
ら
渤

海
郡
王
に
封
じ
ら
れ
（
七
一
三
年
）、
以
後
、
渤
海
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
と
の
交
流
は
唐
と
の
緊
張
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た

神
亀
四
年
（
七
二
七
）
に
始
ま
っ
た
。
八
世
紀
後
半
に
は
日
本
を
主
、
渤
海
を
従
と
す
る
形
式
が
定
着
し
た
。
渤
海
使
の
来
日
は
渤
海

滅
亡
直
前
ま
で
続
い
た
。
石
井
正
敏
﹁
渤
海
﹂（﹃
国
史
大
辞
典
﹄
第
十
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）

（
19
） 

西
宮
秀
紀
　﹃
奈
良
の
都
と
天
平
文
化
　
日
本
古
代
の
歴
史
３
﹄（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
三
年
）　
三
頁
。

（
20
） 

熊
谷
公
男
　﹃
蝦
夷
の
地
と
古
代
国
家
﹄（
山
川
出
版
社
　
二
〇
一
五
年
　
）　
一
三
頁
。

（
21
） 

隋
・
唐
代
に
中
国
東
北
地
方
に
居
住
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
系
種
族
の
総
称
。
五
世
紀
に
は
勿
吉
と
よ
ば
れ
た
。
居
住
地
ご
と
に
部
を
構

成
し
、
首
長
に
統
率
さ
れ
て
い
た
。
隋
・
唐
に
遣
使
す
る
と
と
も
に
、
一
部
は
高
句
麗
に
服
属
し
た
。
唐
が
高
句
麗
を
滅
ぼ
す
と
高
句

麗
遺
民
と
と
も
に
渤
海
を
構
成
し
、
多
く
は
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
が
、
渤
海
滅
亡
後
は
契
丹
の
支
配
に
服
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
朝

尾
直
弘
・
宇
野
俊
一
・
田
中
琢
編
　﹃
新
版
日
本
史
辞
典
﹄（
角
川
書
店
　
一
九
九
六
年
）。

（
22
） 

渡
部
育
子
　
前
掲
書
（
10
）
一
五
六
頁
。

（
23
） 

渡
部
育
子
　
前
掲
書
（
11
）
一
〇
頁
。

（
24
） 

伊
藤
武
士
　
前
掲
書
（
７
）。

（
25
） 

熊
谷
公
男
　﹁
コ
ラ
ム
　
渤
海
使
の
出
羽
へ
の
来
航
﹂（
熊
谷
公
男
編﹃
蝦
夷
と
城
柵
の
時
代
﹄所
収 

吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
五
年
）一
頁
。

（
26
） 

永
田
英
明
　﹁
城
柵
の
設
置
と
新
た
な
蝦
夷
支
配
﹄（
熊
谷
公
男
編﹃
蝦
夷
と
城
柵
の
時
代
﹄所
収
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
五
年
）三
一
頁
。

（
27
） 

簑
島
栄
紀
　﹃
古
代
国
家
と
北
方
社
会
﹄（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
一
年
）　
一
八
四
頁

（
28
） 

簑
島
栄
紀  

前
掲
書
　
一
八
四
頁
～
一
八
五
頁
。

（
29
） 

簑
島
栄
紀
　
前
掲
書
　
一
八
五
頁
。

（
30
） 

簑
島
栄
紀
　
前
掲
書
　
一
二
九
頁
。

（
31
） 

渡
部
郁
子
　
前
掲
書
（
９
）　
一
四
頁
。

073



（
32
） 

渡
部
育
子
　
前
掲
書
（
10
）
一
五
一
頁
。

（
33
） 

亀
田
隆
之
　﹃
奈
良
時
代
の
政
治
制
度
﹄（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
一
年
）　
一
三
五
頁
。

（
34
） 

熊
谷
公
男
　﹁
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
と
多
賀
城
の
創
建
﹂（﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
﹄
巻
八
四
　
二
〇
〇
〇
年
）　
七
八

～
八
〇
頁
。

（
35
） 
熊
谷
公
男
　
前
掲
書
（
34
）　
六
五
頁
。

（
36
） 

五
十
嵐
基
善
　﹁
古
代
東
北
に
お
け
る
軍
事
行
動
の
特
質
︱
律
令
制
国
家
と
蝦
夷
の
軍
事
力
︱
﹂（﹃
駿
台
史
学
﹄ 

第
一
六
三
号
　

二
〇
一
八
年 
三
月
）
一
八
～
一
九
頁
。

（
37
） 

熊
谷
公
男
　
前
掲
書
（
20
）　
一
五
頁
。
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付表　蝦夷関連記事　　斉明天皇～聖武天皇期
和　暦 西暦 記　　　　　　　事

斉明４年４月 658 阿倍比羅夫が蝦夷を討つ
斉明４年 658 阿倍比羅夫が粛慎を討つ
斉明６年 660 阿倍比羅夫が粛慎を討つ
天智10年８月18日 671 蝦夷に饗応した。
持統３年７月23日 689 越の蝦夷八釣魚らに物を賜る。
文武元年10月19日 697 陸奥の蝦狄が産物を献上した
文武元年12月18日 697 越後の蝦狄に地位に応じて物を授けた
文武２年６月14日 698 越後の蝦狄が土地の産物を献上した
文武２年10月23日 698 陸奥の蝦夷が土地の産物を献上した
文武３年４月25日 699 越後の蝦夷 106人に、身分に応じて位を授けた
大宝元年３月15日 701 追大肆の汎海宿禰麁鎌を陸奥に遣わして金を精錬させた。
大宝２年４月15日 702 筑紫の七カ国と越後国に命じて、采女・兵衛を選び任命して、

貢進させた。ただし、陸奥国は貢進を免除した。
慶雲４年５月26日 707 陸奥国信仰太郡の壬王五百足は衣を一襲と塩・殻を賜った。
和銅元年９月28日 708 越後国に出羽郡を設置する。
和銅２年３月５日 709 陸奥・越後二国の蝦夷は、野蛮な心を馴らすことがむずかしく、

しばしば一般の人民に危害を加えているため、使者を派遣して
東国の兵を徴発し、巨勢朝臣麻呂を陸奥鎮東将軍に、佐伯宿
禰石湯を征越後蝦夷将軍に任じ、東山道、北陸道の両道から
征伐させる

和銅２年７月１日 709 従五位上の上毛野朝臣安麻呂を陸奥守に任じた。諸国に命令
して、兵器を出羽柵に運んだ。蝦狄を征伐するためである。

和銅２年７月13日 709 越前・越中・越後・佐渡の四国の船百艘を征狄所に送る
和銅２年８月25日 709 征蝦夷将軍・正五位下佐伯宿禰石湯と副将軍・従五位下紀朝

臣諸人が、征伐を終えて入朝した。（天皇は）対面し、手厚い
恩寵を与えた。

和銅２年９月26日 709 遠江・駿河・甲斐・常陸・信濃・上野・陸奥・越前・越中・越
後等の国の兵士で、征夷の役に五十日以上参加した者には、
租税負担を一年間免除した。従五位下藤原朝臣房前を、東海・
東山の二道に派遣して、関や柵を検察するとともに、巡回して
人民のならわしを見させた。

和銅３年正月１日 710 朝賀に隼人・蝦夷らが参列した。将軍らが先頭にたち朱雀大路
を隼人・蝦夷らを率いて進んだ。

和銅３年正月16日 710 天皇が隼人と蝦夷に宴を賜り、位を授けた。
和銅３年４月21日 710 陸奥の蝦夷が君の姓を賜り、編戸と同じ扱いになることを申請

したので許可した。
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和　暦 西暦 記　　　　　　　事
和銅５月９月23日 712 越後国出羽郡を割いて、出羽国を設置する
和銅５年10月１日 712 陸奥国の最上・置賜の二郡を割いて、出羽国につけた。
和銅６年５月11日 713 陸奥国に白石英・雲母・石硫黄を輸納させた。
和銅６年11月１日 713 伊賀・伊勢・尾張・参河・出羽国等が「大風のため秋の収穫に

は被害が出ました」と報告した。それで、調と庸を免除した。
和銅６年12月２日 713 新しく陸奥国に丹取郡を建郡した。
和銅７年２月13日 714 始めて、出羽国において養蚕を行わせた。
和銅７年10月２日 714 尾張・上野・信濃・越後などの国の民二百戸を出羽の柵に移

住させた。
霊亀元年正月１日 715 朝賀、陸奥・出羽の蝦夷が来朝し、土地の産物を献上した。
霊亀元年正月15日 715 蝦夷と南嶋七十七人に、位階を授けた。
霊亀元年５月30日 715 相模・上総・常陸・上野・武蔵・下野の六国の富裕な民千戸

を陸奥国に移し置いた。
霊亀元年10月29日 715 陸奥の蝦夷が編戸や一般の人民となることを願い許可された。
霊亀２年９月23日 716 陸奥国の置賜・最上の二郡と、信濃・上野・越前・越後の四

国の人民を、百戸ずつ出羽国に付属させた。（夷狄は鎮圧され
ていない）

養老元年２月26日 717 信濃・上野・越前・越後の人民を百戸ずつ出羽の柵戸に移住させた。
養老２年５月２日 718 陸奥国の石城・標葉・行方・宇太・日亘を分離して石城国を置く。

白河・石背・会津・安積・信夫の五郡を分離して石背国を置く。（他
の国もある）

養老２年８月14日 718 出羽と渡嶋の蝦夷八十七人が入京し、馬千疋を貢献した。よっ
て位と禄を授けた。

養老３年７月９日 719 東海・東山・北陸の民二百戸を出羽の柵に移住させた。
養老４年１月23日 720 渡嶋津軽津司を靺鞨国に送り、風俗を観察させる。
養老４年９月28日 720 蝦夷の反乱があり、按察使正五位下上毛野朝臣広人が殺害さ

れる。

養老５年６月10日 721 陸奥・筑紫の税の免除に関する奏上
養老５年８月19日 721 出羽国を

　陸奥の按察使の管轄とした。
養老５年10月14日 721 陸奥国に命じ、柴田郡の二郷を分離して苅田郡を設置した。
養老６年４月16日 722 陸奥の蝦夷や大隅・薩摩の隼人らを征討した将軍以下と功績

のあった蝦夷、通訳に、その地位・功績に応じて勲位を授けた。
養老６年閏４月25日 722 陸奥按察使管轄の蝦夷への税の免除、殖産、兵訓練をし、得

られた財源を蝦夷の禄にあてる
養老６年８月29日 722 諸国の国司に柵戸とすべき者を千人選ばせ、陸奥国の鎮所に

配置させた。
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養老７年２月13日 723 常陸国那賀郡の大領・外正七位上の宇治部直荒山は、私有の

穀三千斛を陸奥国の鎮所に献じた。
養老７年９月17日 723 征討に参加した蝦夷五十二人へ功績に対し、褒美と位を与えた。
神亀元年２月22日 724 私穀を陸奥国に献上した者が授位を受ける。
神亀元年２月25日 724 陸奥国の鎮守軍卒たちは自分たちの本籍を削り、付近の地に

移して、父母妻子と同居して暮らしたいと願っているので、こ
れを許した。

神亀元年３月25日 724 海道蝦夷（太平洋側）が反乱を起こし、大掾従六位上佐伯宿
禰児屋麻呂を殺害する。

神亀元年４月７日 724 式部卿正四位上藤原朝臣宇合を時節大将軍とし、海道蝦夷の
征討へ派遣する。

神亀元年４月14日 724 坂東九ヵ国の兵士三万人に、乗馬と弓を射る術を教習させ、布
陣の仕方を訓練させた。綵白二百疋・絁千疋・真綿六千屯・
麻布一万端を陸奥の鎮所に運んだ。

神亀元年５月24日 724 従五位上小野朝臣牛養を鎮狄将軍に任じ、出羽国の蝦狄を鎮
圧させた。軍艦二人・軍曹二人を任じた。

神亀２年閏正月４日 725 陸奥国の俘囚百四十四人を伊予国に、五百七十八人を筑紫、
十五人を泉監にそれぞれ配置した。

神亀４年９月21日 727 渤海郡王の使者、首領・高斉徳ら八人が出羽国に来着した。
神亀４年12月29日 727 渤海からの派遣された人々十六人が蝦夷の地で殺害される。
神亀５年３月28日 728 陸奥・出羽国の人を資人に採用することが禁止された。（三関国・

筑紫・飛騨も）
神亀５年４月11日 728 陸奥国が白河軍団を新設し、また丹取軍団を玉作軍団に改称

することを申請した。（許可）
天平元年８月５日 729 陸奥の鎮守府の兵士と三関を守固の兵士の評定や軍の管理に

ついての指示
天平２年正月26日 730 陸奥国にある田夷村の蝦夷が公民となる。
天平８年４月29日 736 陸奥・出羽国二国で功労のあった郡司と、帰順している蝦夷

二十七人に、功績に応じて授位
天平９年正月23日 737 陸奥按察使大野朝臣東人らが陸奥国よりで出羽柵への通路

変更のために雄勝村を征服したいと奏上し時節大使他を任命、
派遣する。

天平９年４月14日 737 藤原麻呂による蝦夷に関する報告
天平11年４月21日 739 陸奥国按察使兼陸奥守・鎮守府将軍・大養徳守・大野朝臣東

人が参議になる。
天平11年11月３日 739 平群朝臣広成らが唐からの帰国にあたり、渤海経由で帰国を

目指し、出羽国に到着した。
天平14年正月23日 742 陸奥国、黒川郡以北の十一郡に赤い雪が、二寸積もる。
記事の綱文はワイド版東洋文庫　『続日本紀１』『続日本紀２』直木孝次郎ほか訳注（平凡社　
2008年）を参考にした
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